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　前回の投稿から１ヵ月経過し、その間規制改革推進会

議のＷＧが計３回、やや乱暴な形で進んだ事は既にご承

知のことと思います。「国民の移動の足が確保出来てい

ない」状態の問題点は、構造化されることなく、従って

解決策の糸口すらつかめず、答申前の第３回ＷＧは、Ｒ

Ｓの安全性の有無、研修制度の短縮等、細部の主張、質

疑応答―で時間が過ぎてしまいました。

　地方の首長が、タクシー乗務員の減少、高齢化を問題

視しているにもかかわらず、大都市の乗務員増加を根拠

に、供給力確保を１年以内と説明するのはさすがに苦し

い。地方消滅が言われる我が国で、研修を簡素化しただ

けで、地方の乗務員が増員出来る程甘くはないでしょ

う。勿論、都市部では十分に増員出来るし、正々堂々勝

負すべきですが、私が少し苦言したいのは、このように

問題提起と解決策が本質的に噛み合っていない点です。

今は、どのような中間答申が出ようとも、「現有の資源

や仕組みで出来る対策」と「２種免許緑ナンバー以外に

有償運行させる場合に、どのような条件なら可能か」と

「ライドシェアの問題点」という３点を考え、情報発信

し、国民の理解を得るしかないのかな？と個人的には感

じています。以上３点について、若手らしくデジタル化

を視野に入れた解決策を提示したいと思います。

　まず、「現有の資源や仕組みで出来る対策」につい

て、です。それは、タクシー乗り場のＤＸです。タクシー

乗り場は一部の例外を除き、ただポールが立っている

だけで、待ち心地が悪いだけではなく、回転数も不明な

上に、タクシー不在時に呼出す仕組みもありません。特

に、日本の鉄道駅の乗降数は世界有数であり、二次交通

との接続は重要な機能を持ちます。現在はアプリの普及

で、タクシーが駅に戻る前に受注してしまうために、ご

高齢の方が、駅の乗り場で延々といつ来るかも分から

ないタクシーを待つ、ということが大変なストレスに

なっているのは、確かに問題です。空間的な余裕があ

れば、訪日外国人向けのアプリ乗り場を設置したり、カ

メラでお客様やタクシーの滞留をタクシー運転手が確認

できるだけでも、供給体制は改善できます。しかし、こ

こでの問題点になるのが、タクシー会社が鉄道やバス等

の交通との連携が弱い

点です。終電や終バス

と連動せずに、運賃値

上げで稼げたから他の

交通と関係なく帰庫す

る、というのは、公共

交通の担い手として顧

客目線からの乖離も甚だしく、厳に戒めなければなりま

せん。ＭａａＳの流行が最近どうなっているのかよく知

りませんが、交通モードの壁を越えて施策を考えること

は、やはり重要です。今回のタクシー乗り場不在問題を

きっかけに、乗り場の入構規制のあり方や、ただポール

を立てておくだけで良いのか？ということについて切り

込んでいくべきです。

　次に「２種免許、緑ナンバー以外に有償運行させる場

合に、どのような条件なら可能か」についてです。先

日、茨城県境町に自動運転バスに乗りに行く為に、夜間

に現地に到着したのですが、バス停にタクシーを配車し

てもらえず、やっぱりこういう田舎ではライドシェア欲

しい！（笑）という気持ちも分かりました。夜道を延々

と歩きました（泣）

　ただ、問題は、タクシーでは対応出来ない需要という

のを、誰がどういう基準で決めるのか、という点です。

福岡市長は、都市部の時間帯別交通空白という新しい概

念を提示しましたが、そんな瞬間最大風速的な需要は、

ＲＳでも供給出来ないことは明らかです。大雪や災害の

時にＲＳドライバーをいかに稼働させるか、という点ま

で踏み込む必要があります。

　私としては、乗務員証のデジタル化で供給量の総量規

制を実施することを提案したい。

　ＲＳに関するマスメディア報道は、そもそも供給量の

論議が、「乗務員の人数」になっている点が噴飯もので

す。正しい供給量は、「人員数×稼働時間」≒「位置情

報に基づいた走行キロ」です。しかし、これにはデジタ

ル化が不可欠です。２種免許、緑ナンバー以外に有償運

行させる場合は、乗務員証のデジタル化で個別輸送の

供給量を管理することを条件とし、供給過剰を回避し、

ワーキングプアを生まないような仕組みにすれば、十分

にアリなのではないでしょうか？

　最後に「ライドシェアの問題点」について、でした。

これについては、全国子育てタクシー協会の会長とし

て、現在のタクシーが担っている「地域のセーフティ

ネット的な役割」を語っていきたいと思います。が、紙

面が尽きましたので、また新年に！
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